
２ 休止事業一覧表 (単位：千円)

施策 平成１6年度 平成１7年度 差   引

番号 当初予算額Ａ 当初予算額Ｂ Ｂ－Ａ

   【１２２  学校教育の充実】

122 地域とのパートナーシップ推進事業費 5,372 0 -5,372

地元の有識者や経験豊かな実務者、企業、研究機関等の職員等を
講師として学校に招請し、将来の地域社会を担う人材の育成や地域
と学校との結びつきの強化を図ってきたが、今後、他事業で補完して
いくこととし、休止する。

   【２２１  安全で安心な農林水産物の安定的な供給】

221 木材コンビナート施設整備事業費補助金 737,000 0 -737,000 松阪木材コンビナートにおける木材加工施設整備計画の実施を事業主体が見合わせたため、休止する。

221 木材コンビナート施設整備推進事業費 16,000 0 -16,000 松阪木材コンビナートにおける木材加工施設整備計画の実施を事業主体が見合わせたため、休止する。

221 森林組合等経営基盤強化対策事業費補助金 5,250 0 -5,250 平成１７年度は補助対象案件がないため、休止する。

   【２２３  農林水産業を支える生産・経営基盤の充実】

223 漁業就業者確保育成センター事業費  1,450 0 -1,450 事業の優先度判断を行いつつ、平成17年度は一時休止する。

223 水産物生産流通等高度化資金融通事業 成果検証 77 0 -77 過年度の利子補給が終了したが、国で事業見直し予定であるため、休止とする。

223 漁村総合整備事業費  110,700 0 -110,700 平成１６年度において事業が完了し、平成１７年度については新規事業の要望がないため、休止とする。

   【２３１  自律的産業集積の推進】

231 工業立地促進資金貸付金 成果検証 602,427 273,938 -328,489 平成１７年度については新規貸付の要望がないため、休止とする。過年度の貸付分については継続とする。

   【３１１  防災対策の推進】

◎ 311 情報伝達基盤整備事業補助金 0 0 0 市町村における実施予定がないため、休止する。

   【３１２  治山・治水・海岸保全対策の推進】

312 熊野川河床調査委員会費 成果検証 570 0 -570 約４０年間にわたる調査解析の結果、熊野川の川床変動状況が安定傾向となったため、事業を休止する。

   【３３４  利用者本位の福祉サービスの確保】

334 介護福祉士等修学資金貸付金 3,888 0 -3,888
平成５年度から福祉人材を確保するために当該貸付事業を実施して
きたが、介護福祉士の県内確保目標人数を達成したため、事業を休
止する。

   【５２４  県情報の効果的な発信による情報共有化の推進】

524 事業所・企業統計調査簡易調査費 45,604 0 -45,604 周期調査のため、本年度分の調査を終了する。

524 国勢調査準備調査費 1,166 0 -1,166 周期調査のため、本年度分の調査を終了する。

524 国勢調査調査区設定費 17,678 0 -17,678 周期調査のため、本年度分の調査を終了する。

524 全国消費実態調査費 43,134 0 -43,134 周期調査のため、本年度分の調査を終了する。

524 商業統計簡易調査費 18,764 0 -18,764 周期調査のため、本年度分の調査を終了する。

524 漁業センサス集計費 13,482 0 -13,482 周期調査のため、本年度分の調査を終了する。

   【５３２  快適で豊かな農山漁村づくり】

532 中山間地域活性化総合推進事業費 510 0 -510 一定の事業成果が得られたことと、市町村からの事業要望がないと考えられることから、事業を休止する。

計 1,623,072 273,938 -1,349,134

■は三位一体改革によるもの
◎は市町村予算に関すると考えられるもの
●は県単独補助金の見直しにかかるもの
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